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本 邦 窟 ベニ ヒ カ ゲ 群 の 再 検 
局 大 正 名 
Revision of Erebiz-niphonica-group occurring in Jaranese Empire. 
TRII-MASANA 
我 が 國 に て 最近 ご = ヒメ カゲ 中 Erekia nirhonica と 笑 へ られ て 來 を 原種 は 研究 て 結果 守 
は 相 異 な る 2 亜 種 で あつ た , 現在 迄 この 2 亜 種 は 全く 誰か ら も 錠 は れず FE. niptonica で 
通 つ て 洲 た の で ある が 筆者 は 最近 相 営 差異 ある も の ょ と 考 へ 研究 せる 鹿 果 し て 明らか に 外 規 
及 8-genitalia ic て も 諸 著 差異 が 見 られ と \K 之 を 多 吉 種 と し て 礎 く 一 般 K 多 表す る と 
と いな つた . 又 と ヽ に 今 迄 多 敷 の 型 C 司 分 せら ち れ 泥 流 と し て ゐ た 本 ベニ ヒ カゲ 和 群 を 表 理 し 
よう ょ と 思ふ. 今後 の 研究 の 少 い ヒ カ ゲ テフラ 科 K 半 する 研究 の 御 参 考 と も な れ ば 幸甚 で ある . 
本 文 を 公 す る に 営 り 日 頃 御 高教 下さ る 柴 令 篤 弘 見 , 叉 本 研究 の 久 積 極 的 協力 を し て 自 れ 
た 晃 岡 田 慶 天 ic 謝意 を 表す る 爽 第 で ある . 
Erebia niphonica JANSON ベニ ヒ カ ゲ 
本 種 は 本 群 の 模式 種 で あつ て , 本 群 中 他 種 と の 証 別 弁 を 書 げ る と , 外 衝 に 於 て は 形 は 本 
群 中 最大 で , 前 半 柿 色 絞 は 短小 な る 傾向 を 有 し , その 内 に 存在 する 眼 状 絞 は 大 形 で 又 村 名 
絞 の 色彩 は 他 種 に 比 し て は 赤色 を 甘 び た 濃 色 を 呈し て ゐる . 
8-genitalia に 於 ける 特徴 は , valva 身 端 は 散 科 の 鉛 汰 突起 が ある . と れれ は 本 種 の 後 涼 
の F.n.okadai と 異 る と と ろ で ある . 又 valva 突端 等 に ある 狂 汰 突起 の 切れ 込み は き は 
め て 大 きく 切れ 込ん で ゐる の も . n. okadai に 比 し て の 特色 で ある . valva の 中 は 他 K 比 
し 一 般 に 訂 い . 交尾 器 に つい て は 後に 掲げ た 圏 を 参照 され た い . 分 布 : 樺 , 北 , 本 . 
a) Erebia niphonica ]ANSON 


b) EE. n. mikuniana NAKAHARA 

c) E. n. scoparia BUTLER 

d) F. n. sakae ORII  ( 後 逃 ) 
e) F. n, okadai TORI ( 後 逃 ) 


a) Erebia niphonica JANSON 
1932 : Erebia sedakovi jjphonica TANSON [内 印 〕 日 本 路 虹 園 鑑 , p. 884: @ 
1943 : Erelia niphooica JANSON [鳥居 〕 こん ちゅ 2 Vol.1, No. 8, p. 55, pl. 8, fig. 14 : 4 
先 に 逃 べ た 如く 本 局 に 習 す る 研究 が 低調 な 灸 特に 本 原種 に 詩 す る 岡 示例 は 上 記 位 し ヵ . 見 
営 ら な いし. 本 種 は Janson に 依り 浅間 山 の 標本 に 基き 記載 され た も ん で , 上 記 賠 示例 に 用 
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ひら れ で ゐる 避 名 の 如く 以前 は アム ー ル , デル タイ 地方 分 布 す る sedakovii の 亜 種 と さ 
れ て ゐ た . 本 原種 の 分 布 は 上 信 國 暗 , 八ヶ岳 地方 で ある .. 本 原価 は niphonica 中 开张 坟 思 
小さ きく, 肥後 迅 の 新種 EE. n. okadai と は 比 絞 的 外 弧 は 近 絞 で ある . ぉ -genitalia の valva 
を 鶴 送 し て 見 る と 前 洋 の 如く 巾 は 狭い , 又 切 込み は 本 進 と し て は 比 迷 的 低調 な 方 で ある 
genitahia に つい て は 附 彫 を 参照 され た い . 
b) Erebia niphonica mikuniana NAKAHARA 
1942 : ErsDia niohonica mikuniana NAH MRA [Ch 票 ] 昆 由 办 Vol 10, No. 104 pL 1 
1943 ・ Jrobin niphonica mikuniana NAKAHARA 【 岛 居 】 と ん ちゆ うら Vol. 1 No. 5, pl. 2， 
由記 邊 部 氏 に 依り 記載 され た 納 東 三國 征 附 近 上 越 國 忠 地方 に 分 布 す る 亜 種 で ある . 康 竹 
の 庄 紅 は 原 衝 に 比 し 大 形 で 前 赴 柿 知弘 は な 一遍 濃 公 で 89 共 外 絞 部 に 凸 思 が ある 
3 -genitalia の valva 原種 区 比 し 極め て 落 異 あり , va'va 和 失 端 の 負 状 突 思 は その 敷 多く , 
その 基部 計 り の 隆起 部 の 突起 君 は 前 逃 原種 こ 比 し て その 敷 少 く , 文 切 込み は 深い . valya 
の 中 は 標 め て 麻 く な つて ゐる ・ 
c) Erebia niphonica scoparia BUTTER 
1908 : Erebia sednovi EVER3S ( 宮 誤 ] 日 本 蝶 類 財 須 plL 15, fig. 5 
1931 : Ebin sedacovi EVERS [松村 ] 日 本 昆 由 大 图 饶 p.490 





1933 : Previn sedacovit spparia BUTLER (下山 ) 蝶 類 賠 謝 pl 14 & 15, 8 
1943 : Breb'a niphonica [鳥居 】 と ん ちゆ ら PL 8, 8 

本 亜季 は 北海 道 C 分 布 す る も る ので, 外形 は 前 記 subsp. mikuniana に K 柿 色 絞 短小 な ら ざ 
る 以外 隙 く 近 弱 だ が genitalia で は 全く か け は な れ て の ゐる. 8-genitalia の valva 和 端 は 
本 年 中 最も か け は な れれ た も ゃ ので, むし ろ 別 種 の 感 が ある . と の 映 を 何 虚 に 所 属 せ し むべ き 
か , 叉 猫 立 し た 種 と すべ きか どう か 等 少し 迷 つ た が . 今回 は 差 営 D niphonica scoparia と 
し て 落着 か せる 事 と し た . valva 失 端 は 今 迄 涼 べ た niphonica や mikuniana 等 に 比 し て 極 
め て 異な り . 穴 端 需 汰 突 は 前 逃 亜 年 が valva の 方 向 に 向い て ゐる に に 反し, すべ て 内 側 
に 曲 つ て 向い て 居り , 失 端 部 外側 は 角 張 つ て ゐる . 基部 より の 突 群 は 最も 美 つ て ゐる 所 
で 極め て 隆起 部 な は 突出し, その 先 に 又 大 きい 功 込 を 有する 劉 費 に 奇 異な 感じ を 軸 へ る . 叉 
究 曲 部 に 他 亜 種 の 如き 多 敷 の 小 突 趣 が な く , 一 個 の 大 きい 突 忠 を 有 し て ゐる だ け で ある 

d) Erebia niphonica sakae subsp. nov. 

1937 : Erebia sednk っ vii scooaria BUTLER 〔 堀 ・ 王 貫 〕 梭 太 昆虫 起 “p. 125, pL. 8, fig. 1, @ 
【高居 ] こと ん ちゆ 2 う Vol. 1, No. 3, pl. 3, fig. 15, 8 

本 亜 岳 て 将 し 新 釧 を 附 せ る の は , 北海 道産 と 同 豆 種 な ら ざ る 事 が 刊 明 し , scoparia は 本 
聖 種 名 で な くく なり, 過去 の 記 多 を さがし た と とろ sachalinensis な る 部 竹 名 が ある が , 之 
は frebia ligea に も sachalinensis が 先 iC 亜 委 名 と し て 附 さ れ て 居り , 之 は homonym と 


1913 : Erebia niphonisa 
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し て 位 生 し な いか ら , 結局 本 亜 策 て 殖 する 名 手 お な い の で , 上 記 聖 策 名 を 直人 近 の 名 と , 動 
員 上 場 て 於 ける 製作 王 凍 衣 名 に こ 因 ん で 提唱 する 事 と し た . 

圾 本 查收 忆 scoparia と 異 る 所 如何 一 最 $ 題 並 な る 析 異 8-genitalia の valva 失 端 に 
於 て scoparia と 全く か け は な れ , な し ろ 本 州 の mikuniana や 原種 に 類 以 し て ゐる を . ひよ 
と する と 大 結 素 の 測 大 の 曰 滞 方 径 は 移 逢 箇 か も し れ ぬ . vaiva の 天敵 塚 厨 及 が mikuniana 
に 比 し 巾 は せま く , 徐 曲 部 よ 突 取 な く , 陸 思 部 の 突 思 許 は き は め て 切 込 が 大 きい . 外語 は 
比 連 的 北海 道庁 に 似 て ゐる . 形 は mikuniina に 比 し 小形 で ある . 

- 上 に の べた mpnonica の 病 栖 て つい て まとめ て 見 る 事 に し よう. 先 づ 分 布地 は ハケ 岳 
混 洒 山 , 上越 地 方 ) 北 混 癌 槍 太 で , 地 弄 的 調 愉 の みか ら で な く 一 般 各 低地 分 布 する 全 

間 を 宜 に まとめ る と ーー 






















































































開 奖 必 器 
SR 柱 包 紋 | valva | # 而 部 | 隆起 部 | 隆起 部 | vaha 
种 5 尖端 | 内 
名 色彩 突起 | 突起 ズバ の 輸 
比較 的 | 比較 的 | ralvaz | 小形 の | 軌 込 和 党 及 方 岳 
原 种 | 小 | | 人 | 癌 方 向 | も の 多 | 
短小 淡色 へ 向く | 数 小さ し 江間 山 
es 3 、 切 込 - 
Dikunianal 最 天 短小 濾 同上 同上 ss 同上 太 し 
比 想 的 大 
内 方 へ | 大 形 の | 切 达 | 閉 る し 
scapatia 大 も ゃ の 一 細 し 
向く 個 の み 】 李 め て 大 | 《突出 
比較 的 | valva と 比較 的 大 
Sak te 小 、 同 方 向 | な し 同上 | きく 角 張 | 组 L 
淡色 へ 向く 』 突 出す 
okadi 次 照 





と な り , 今後 と の 様 に 分 類する の が 通常 と 思ふ . 


e) Erebia niphonica okadai subsp nov. ( 新 亜 種 ) 
今 和 記さ べ こ ヒモ カゲ と し て 取扱 は れ て 居 た 日 本 アル プス 等 て て 探 集 され る ベニ ヒ カ ゲ は 交 選 
血 古 究 の 結果 , 多く 漢 習 , 三國 山 等 産 の ベニ = ヒ カ ゲ と は 別 亜季 で ある 事 が 判明 し た ・ 
即ち 3-genitalia 尖端 刀 mikuniana や niphonica 等 だ 見 られ る 鐘 秩 突 思 較 は 人 多く 認め 
られ な い , 之 は 本 種 の 最も 特徴 と する 所 で あり , 穴 端 は 鋭く 和 失 り , 基部 寄り の 隆起 部 は 前 
諸 亜 種 E 見 られ る 如く 突出 せ ず , 少し く 膨 らん で ゐる 程度 で ある . 又 valva の 中 は 極め て 
細 へ の が 本 誤 穂 8-genitalia に 於 ける 特徴 で ある . て ( 外 操 た つい て は 後 玉 ) 


jy 
kL 

PS 
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か く の 如 き 細 泉 が 見 られ る の で 今回 他 亜 種 と 臣 別 する 事 と な り , 内 名 は 本 聖 年 選 相 党 す 
る も の で 骨 去 に 於 ける 分 歴 聞 上 の 弄 位 を 有する も の な く , 依っ つて と kK に 兄 韻 田 慶 夫 に 因 ん 
で 上 記 の 新 可 種 名 を 附 し た . 

本 穂 は 先 に も 送 た 如く genitaha の 暑 閉 な る 差 典 依り 尊 亜 穂 と し た の で ある .8-genitalia 
を 栓 する と , valva の 巾 は き は め て 細く , 和 失 端 の 包 状 炎 起 痢 な く , 矢 端 は 失 つ て ゐる . 又 
それ より 貫く 徐 曲 部 は 芽 個 の 突起 あり . 又 そ の 下降 起 は niphonica の 如く 山形 が 高く は 
な い . 隆起 部 の 突起 は 頂 危 が 大 きく 大 形 で 敷 は 少 い . 外 缶 に 於 て は 一 般 に 小形 で , 杭 俊 絞 
は 比較 的 続 に 長く , 中 の 眼 称 絞 は 比較 前 小形 で , 机 色 絞 の 色彩 は 前 亜 竹 等 に 比 し 著 る し く 
淡色 ( 赤 味 を 藻 び ず ) で ある . 妥 汰 絞 の 出 々 敷 は 少く , mikuniana 等 が 多 敷 出る 信 向 を 用 す 
る に 反し , 本 亜 種 は 多数 の 絞 を 有する 型 が 稀 で ある . 

Holotrpe : 8 日 本 アル プス 常 念 豆 , 7-viii-1942 鳥居 控 集 並 に 保存 . 

Allotype : 9 日 本 アル プス ュー ノ 澤 , 6-viii-19Z4 岡 且 慶 夫 探 條 , 鳥居 保存 

Paratypes : 日 本 プル プス 上 高地 附近 , 38, 1 


常 念 后 158 858，398 8 
1 檎 澤 1088, 3*e 
立山 18 


Erebia neriene BOBER ( $-qenitajia ) 
テ フ セ ン ペ ベニ ヒ カゲ (8 交尾 器 ) 

以上 ベ = ヒ カッ ゲ の 諸 亜 種 に つき 説明 し た が , 本 に 別種 と さ 和 札 て ゐる テ フ セ ン ベ = セ ヒ カ ヵ カゲ 
の a -genitalia を 訟 明 し て 軒 と ら . 

E. neriene B. の 交尾 響 の 特徴 は valva が niphonica と okadai の 雨 特性 を 持 ね て 居り . 
更に 異 つ て ゐる 貼 で あつ て 人 笑 路 剖 は okadai の 如く 和 欠 つ て は 居 ら ず , 秋 個 K 分 岐 し て ゐる 
が niphnica の 原種 や mikuniana 办 如 《大 音 存 锯 状 侨 起 全数 多 《 存世 李 ，2 个 办 大 突起 上 
2 個 の 小 突 超 か ら 成 つて ゐる . 下部 突起 桁 に 至る 故 曲 癌 に は 多 敷 と 笑 起 が あ そ . 隆起 突 娠 
起 群 は その 形 か ら 云 へ ば FE. n. sakae に 似 て 切 込 は 大 きい が 敷 は き は め て 多い . valva の 中 
は 狭小 で ある . 

neriene の 8-genitalia の 形状 か ら 秘 する と neriene は okadai 他 の niphonica と の 

中 間 に 位 する 種 で ある も の と 思 は れる . 或 は nphonica に 含ま れる か も し れ め . 

$-qenitalia 線 訟 

各 三 $-genitaria の 特色 は 各種 毎 に その 特徴 を 記し て 見 た が , 再び 之 を 結合 し て 論じ て 

見 よう . 
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3-genitalia の 本 属 特 本 翌 中 の 各種 を 側 別 する に 営 り , 最も 特色 ある の は その 失 端 で 
ある . その 下方 の 隆起 に 於 ける 突起 許 は 比較 的 近似 で ある が 芝 も 比較 的 面白 い 面 が 見 られ 
る . 区 に valva の 出 で あ る が 之 は 一 部 の も の の み K 特 公 を 有する も の で あり , 他 の も の 
は 大 般 一 致し て ね る か ら そ れ 性 論ずる 必要 は な い の で あら う . 

と ぃ に K 交 尾 器 一 覧 家 を 作る に 営 つ て 各部 名 舟 に 就 て と いで は 便宜 上 下記 の 如く 定め る . 


尖端 突起 群 : valva 矢 端 の 突起 許 . valva 隆起 : 細 曲 部 下端 寄り の 隆 超 . 
鐘 曲 部 : その 下方 の 種 邊 張 を 書く 部 分 。 隆起 吕 突 记 : valva 隆起 上 の 突起 . 
緑 曲 午 突 起 : その 線上 の 容 起 . 山形 : 隆起 の 曲線 


幅 : valva の 幅 . 


里 超 の ある 方 を 肉 側 , な い 方 を 外側 と 呼ぶ . 


EREBIA 


niq honice neriene 
他 niphonica okndai 


衝 端 は 数 個 の 突起 を 有 | 矢 端 は 分 岐 せ ず 一 箇 で | 少 敷 の 突起 に 分 野 し 
し 概ね valva の 方 向 に ま 
突出 ， 失 が り 物 内 則 に 向く . | valva の 方 向 に 向く . 


退 部 形 肌 突起 少し . 多 敷 の 突起 を 有 す . 











隆起 车 如 し scoparia の 
隆起 部 形状 6 6 突起 少し . 相 営 隆起 す . 
各 く 突出 する も の あり . 


切 込 苦 し て , 特 に sakae | 突起 の 項 角 大 に し て 大 
突起 の 形 喘 前 二 者 中間. 
scoparia 閉 る し . な る 突起 を 形成 す 。 


ベニ = ヒ カ ゲ 群 の 分 布 老 窒 


今 迄 述 べ て 玉 た ベニ ヒ カ ゲ 和 群 の 分 布 と 各 亜 種 の 傾向 を 考 へ て 見 る と , 相 営 面白 い 問 題 が 
ひそ ん で ゐる . と い に と の 問題 を 取扱 つて 東北 日 本 の 生物 地理 的 考察 を 少し く 《 行 つて 見 よ 
う . 併 し 大 陸 と ょ の 開 係 等 : た て 比 院 的 未知 の 面 少 な か ら ず , と いで 扱 ふ と の 問題 は 決し て 完 
全 な も の で は な く , 今後 の 研究 に まつ 所 大 で ある ・. 

1 ベニ ヒ カ ゲ 群 の 分 布 限 界 

本 群 中 特 迄 内 地 妃 分 布 于 如 2 種 の 分 布 を 見 る と , 本 辞 の 分 布 限界 線 は か つて 新 付 太朗 氏 
が “ZZephyrus ”vol. 8, pp. 12 ぅ に 於 て 提唱 され た Luehdorfia 線 に 概ね 一 致し た と とろ 
が あり . 冥 C 興 津 々 た る 所 で ある . 谷 飛 弾 高原 , 加賀 白山 等 は 未 調 査 で ある の で 今後 と 
の 方 面 の 蝶 相 が 明らか に され ば ーー 層 は つき りす る 事 と 思ふ . と の 方 面 の 調査 が 切望 さ れる . 
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す ゴ 


2) niphonica と okadai よ の 分 布 境界 
nipbonica と okadai と の 分 在 培 界 級 を 考察 し て 見 る と , か つて 天 池 一 消 氏 が “ 隙 西 民 


虫 黎 会 二 报 ”Yvol. 10, P. 14 に 提 品 され た 生物 中 上 の 率 急 川 一 前 岡 ラ イン と E. NAUMAN 
の 捜 唱 せる 地代 路上 の Fossa Megna と 一 致す る の は 客 に 息 味 深い 事 で ある . 


8) niphonica と niphonica scoparia と の 訂 係 

前 に 度々 述べ 如く niphonica と nipEonica scoparia と の 恨 係 は 特に 交 必 稚 に て 析 半 大 
き な 毅 化 を 有 し て 居り , と ヽ に ゃ 分布 台 上 相 営 大 な る 展 題 が ひそ ん で ゐる 様 で ある が , 未 
だ 和典 放 地方 の ベニ = ヒ カ ゲ の 計 査 が 不 充分 な る 和信, i 
じょう と 思ふ ぁ . 之 が 午 れ ば , プラ キス トン 線 が 如何 な る も の か 或 程 度 の 手 掛 り に な る か も 
し れ な い 
4) 和 八田 ライ ン と niphonica scoParia 一 一 niphonica sakae と の 関係 

scoparia と sakee と の 相 異 の 落 る し い 事 は すでに 逃 べ た が , sakae が 大 陵 に 原種 を 有 有 す 
る 和 和 で niphonica に 同 さ な いと いふ 事 に な る と , 八田 ライ ン と ブラ キス トン ライ ン の 優劣 
脳 係 に 一 つの 費 料 を 提供 し , 八田 ライ ン の 意義 は 相 営 重大 と な つて 來 る . 

niphonica の 北の方 の 各 曹 種 と 各 産 地 に 於 ける 各 衝 の 院 題 を 今後 充分 研究 し て 再び 論じ 
て 見 た いと 思ふ 


ベニ ヒ カ ゲ 和 群 の 學 名 表 
上 逃し て 浴 友 結果 を まとめ る と , 本 邦 産 ベニ = モタ ゲ 群 ど 事 名 と 分 布地 は 下記 の 如く な る 
Family : Satrridae 
Genus : Erebia 
Group : Erebia-niphonica 


1a) Erebia niphonica J ANSON (1877) 本 州 
b) E. nm mikuniana NAKAHARA (1942) 林 州 
c) E. n scoparia BUTLER (188] ) 北海 道 
d EE. n. sakae TORII (1945) 樺太 
Le) E. n. doii NAKAHARA (1926) TO 
f) E. n okadai TORII (1945) 本 州 

2) rebia neriene BOEER (1809) 朝鮮 


※ 本 亜 種 に つい て は 標本 を 所 有 有 せ ざ る を 以 て 一 切 言 及 せ ず . 
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i 碧 

以上 新 亜 積 を 含む 本 邦 Erebia 局 中 niphonica-group の 8-genitalia を 主として の 整 王 
を 完了 する が , 文中 に も 逃 べ た 如く , 種々 今後 に 残さ れ 太 問題 も あり , 健 者 も 今後 り 総 き 
研究 し , 之 を 究明 し ょ うと し て ゐる が , 何 分 相 営 多く の 問題 が あり , 材料 も 思ふ 様 に 茶 ら 
ず 仲 々 困難 で ある . 詩 者 譜 氏 も 本 問題 を 研究 され , 筆者 に 御 叱 正 と 御幸 挫 下 さら ん 事 を 御 
願 ひ し , 叉 極力 御 協 力 下 さら ん 事 を 選ん で 本 論 六 を 完了 する 事 と する . 





〔 爽 貢 附 屋 読 明 〕 Fig. 1 : E. niphoniea ( 八 ヶ 折 産 )。 Fig. 2 niphonica mikuniana 《三 区 
出産 ), Fig. 3 ; 下 . miphonica coraria ( 北 演 道 産 ) Fig. 4,; 下 . niphonica sakae ( 様 太 族 ); 
Fig 5: PE. niphonica okadai (日 本 アル プス 産 ), Fig. 6 ; 下 .perjene ( 坦 鮮 産 )。 Fig. 7: 
E. ligea takanonis (日 本 アル マス 産 ). の 各 Yalva 欠 端 を 示す . 
(追記 〕) 目下 研究 专 炎 绫 L 工 大 部 改 弛 己 突 才 点 交 歌 见 岂 和， 路 告发 表 和 后 一 部 改正 L 关 只 工 驻 中 套 侧 
诗 忆 次 之 大事 过 御 论 仆 才 五 次 第 下 专 召 。 更 志和 追 私 研 千 成 果 交 发 表 放 五 豫 定 工 加 五. 
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